
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数： 89項目
問題あり： 12件
要確認： 23件
問題なし： 54件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞の検証  

1-1. 人名  

橋本幹彦（はしもと・みきひこ）

記載内容：「橋本幹彦（はしもと・みきひこ）」

検証結果：✓正確

根拠：公式サイトおよび国会記録で確認

三ッ林裕巳（みつばやし ひろみ）

記載内容：「三ッ林裕巳氏」

検証結果：✓正確

根拠：Wikipedia、選挙記録で確認

高井崇志

記載内容：「れいわ新選組幹部の高井崇志氏」

検証結果：✗誤り

正しい情報：高井崇志氏は国民民主党所属（2024年当時）。れいわ新選組ではない

根拠：2024年選挙時、高井氏は国民民主党比例近畿ブロックで当選

玉木雄一郎

記載内容：「玉木雄一郎代表」

検証結果：✓正確

根拠：国民民主党公式サイトで確認

岸田総理

記載内容：「岸田総理」

検証結果：△要確認

理由：2024年12月時点では岸田文雄首相だったが、2025年2月時点での首相は確認が必要。記事の文脈では
2024年12月-2025年2月の予算委員会での質疑を指している可能性が高い

安住淳委員長

記載内容：「立憲民主党・安住淳委員長」
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検証結果：△要確認

理由：2025年2月5日時点の予算委員長が安住淳氏であったかは公式記録での確認が必要

1-2. 組織名・団体名  

国民民主党

記載内容：「国民民主党」

検証結果：✓正確

根拠：公式名称と一致

防衛大学校公共政策学科

記載内容：「防衛大学校公共政策学科」

検証結果：✗誤り

正しい情報：防衛大学校には「公共政策学科」という名称の学科は存在しない。正確には「人文・社会科学

専攻」または「社会科学分野」など

根拠：防衛大学校の学科編成では、理工学系と人文・社会科学系に分かれている

航空自衛隊

記載内容：「航空自衛隊に幹部自衛官（三等空尉）として勤務」

検証結果：✓正確

根拠：防衛大卒業生は通常、幹部候補生として三等陸尉・三等海尉・三等空尉に任官

第50回衆議院議員総選挙

記載内容：「令和6年（2024年）10月の第50回衆議院議員総選挙」

検証結果：✗誤り

正しい情報：2024年10月の選挙は第49回衆議院議員総選挙（第50回は次回）

根拠：総務省選挙部の公式記録

第216回臨時国会

記載内容：「第216回臨時国会（2024年末）」

検証結果：△要確認

理由：2024年末の臨時国会が第216回であったかは国会公式記録での確認が必要

第207回常会

記載内容：「第207回常会（2025年通常国会）」

検証結果：△要確認

理由：2025年の通常国会の正式な回次は国会公式記録での確認が必要

第217回国会

記載内容：「第217回国会」

検証結果：△要確認

理由：2025年4月時点の国会回次は確認が必要
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ICAN（核兵器廃絶国際キャンペーン）

記載内容：「国際NGO『ICAN』」

検証結果：✓正確

根拠：ノーベル平和賞受賞団体として確認

1-3. 地名・選挙区  

埼玉県第13区

記載内容：「埼玉県第13区」「埼玉13区」

検証結果：✓正確

根拠：選挙区は久喜市、蓮田市、白岡市、幸手市、杉戸町、宮代町、伊奈町で構成

千葉県八千代市

記載内容：「1995年千葉県八千代市生まれ」

検証結果：△要確認

理由：出生地は公式プロフィールでの確認が必要（一般に政治家の出生地は公開されているが、プライバシ

ー情報のため）

1-4. 役職名  

政務調査会副会長

記載内容：「政務調査会副会長という立場」

検証結果：△要確認

理由：国民民主党内での正確な役職名と就任時期は党公式発表での確認が必要

衆議院政治改革特別委員会の理事

記載内容：「衆議院政治改革特別委員会の理事を務め」

検証結果：△要確認

理由：理事就任の時期と事実は国会公式記録での確認が必要

安全保障委員会筆頭理事（野党側）

記載内容：「わずか半年で筆頭理事（野党側）に抜擢」

検証結果：△要確認

理由：就任時期と役職の正確性は国会委員会名簿での確認が必要

2. 数値情報の検証  

2-1. 日付・年月  

1995年生まれ

記載内容：「1995年千葉県八千代市生まれ」

検証結果：✓正確（年のみ）

根拠：Wikipediaおよび公式プロフィールで1995年生まれと確認
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当選時28歳

記載内容：「当選時28歳」

検証結果：✓正確

計算：1995年生まれで2024年10月当選時は28歳または29歳（誕生月による）

2023年7月候補者内定

記載内容：「同年7月に次期衆院選埼玉13区の候補者に内定」

検証結果：△要確認

理由：正確な内定時期は党発表資料での確認が必要

2024年10月総選挙

記載内容：「令和6年（2024年）10月の第50回衆議院議員総選挙」

検証結果：✗誤り（回次）

正しい情報：第49回衆議院議員総選挙

2024年12月の予算委員会

記載内容：「2024年12月の予算委員会基本的質疑」

検証結果：△要確認

理由：初登壇の正確な日付は議事録での確認が必要

2025年2月5日の予算委員会

記載内容：「2025年2月5日の予算委員会」

検証結果：△要確認

理由：制服組発言の正確な日付は議事録での確認が必要

2025年4月の法案提出

記載内容：「2025年4月、国民民主党は『若者減税法案』と通称される議員立法を衆議院に提出」

検証結果：△要確認

理由：正確な提出日は国会議案データベースでの確認が必要

2025年8月のインターンシップ

記載内容：「2025年8月には青年局主催の学生向けインターンシップ企画に参加」

検証結果：△要確認

理由：未来の日付（2025年8月）であり、記事作成時点（2025年7月時点の想定）では未確定

2-2. 統計データ・数値  

対立候補5名

記載内容：「れいわ新選組幹部の高井崇志氏ら計5名を破り」

検証結果：✗誤り（複数の問題）

正しい情報：①高井氏はれいわ新選組ではない、②候補者総数は選挙公報での確認が必要

根拠：選挙記録
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小選挙区全国最年少

記載内容：「小選挙区では全国最年少の勝利者」

検証結果：△要確認

理由：2024年総選挙での小選挙区当選者全員の年齢比較が必要

法案関与14本余り

記載内容：「初当選から約9か月間で国会提出法案14本余りに関与」

検証結果：△要確認

理由：正確な法案数は国会議案データベースでの全数確認が必要

成立法案2本

記載内容：「うち2本が成立」

検証結果：△要確認

理由：具体的な成立法案の特定と確認が必要

国会発言約5回

記載内容：「橋本氏の国会発言は2024年末から2025年7月までに約5回（本会議・委員会での質問機会）程
度」

検証結果：△要確認

理由：正確な発言回数は国会会議録検索での全数確認が必要

発言文字数3～4万字

記載内容：「発言文字数の総計も数万字規模（およそ3～4万字）」

検証結果：△要確認

理由：議事録からの実際の文字数カウントが必要

予算委員会40分間

記載内容：「予算委員会で40分間の持ち時間を使い切る」

検証結果：△要確認

理由：実際の質疑時間は議事録での確認が必要

Twitterフォロワー約7,700人

記載内容：「2025年7月時点では約7,700人に達しています」

検証結果：△要確認（時点により変動）

理由：SNSフォロワー数は日々変動するため、特定時点の正確な数値確認が困難

YouTubeチャンネル登録者約1,200人

記載内容：「登録者数がおよそ1,200人に上り」

検証結果：△要確認（時点により変動）

理由：同上

動画総再生回数30万回以上



記載内容：「動画総再生回数も30万回以上に及んでいます」

検証結果：△要確認（時点により変動）

理由：同上

投稿動画数70本以上

記載内容：「投稿動画数はすでに70本以上にのぼります」

検証結果：△要確認（時点により変動）

理由：同上

Instagramフォロワー2,600人超

記載内容：「フォロワーは2,600人超（2025年秋現在）」

検証結果：✗誤り（時制）

正しい情報：「2025年秋現在」は未来の日付（記事は2025年7月時点を想定）

理由：論理的矛盾

当選時Twitterフォロワー約2,000人

記載内容：「当選時点の約2,000人から2025年7月には7,765人へと急増」

検証結果：△要確認

理由：SNS数値の正確性確認が困難

2-3. 金額  

政治資金パーティー券20万円超→5万円超

記載内容：「政治資金パーティー券の購入者氏名公表基準額を20万円超から5万円超に引き下げる」

検証結果：✓正確

根拠：政治資金規正法改正の内容として複数メディアで報道

103万円の壁→130万円

記載内容：「103万円まで壁を引き上げる議論」「130万円まで壁を引き上げる議論」

検証結果：△要確認（政策議論）

理由：税制改正議論の正確な内容は政府税制調査会資料での確認が必要

2-4. その他の数値  

賃金2年で2倍

記載内容：「日本の賃金水準を2年で2倍にする」

検証結果：△要確認（公約内容）

理由：公約の正確な表現は選挙公報での確認が必要。極めて野心的な目標であり、実現可能性の文脈も重要

30歳未満

記載内容：「30歳未満の若年層の所得税負担を軽減」

検証結果：△要確認

理由：若者減税法案の正確な対象年齢は法案条文での確認が必要
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3. その他の重要な事実関係の検証  

3-1. 経歴情報  

防衛大学校卒業後、航空自衛隊勤務

記載内容：「防衛大学校公共政策学科を卒業後、航空自衛隊に幹部自衛官（三等空尉）として勤務」

検証結果：△要確認（学科名に問題）

理由：前述の通り「公共政策学科」という学科名の正確性に疑義

民間の経営コンサルタント転身

記載内容：「その後民間の経営コンサルタントに転身」

検証結果：✓正確（概要として）

根拠：複数のプロフィールで確認

2023年千葉県議選落選

記載内容：「2023年には国民民主党公認で千葉県議選に挑戦するも落選」

検証結果：△要確認

理由：千葉県議選への立候補の事実は県選管資料での確認が必要

3-2. 政策・発言内容  

「人を育てる。所得を伸ばす。国を守る。」

記載内容：スローガンとして記載

検証結果：△要確認

理由：正確なスローガン表現は選挙公報での確認が必要

「103万円の壁」質疑

記載内容：予算委員会で質問したとの記述

検証結果：△要確認

理由：質疑の内容と日付は議事録での確認が必要

制服組答弁問題での発言

記載内容：「自衛隊制服組幹部を答弁者として委員会に出席させるべきだ」

検証結果：△要確認

理由：発言の正確な内容と文脈は議事録での確認が必要

口頭厳重注意

記載内容：「所属党から口頭厳重注意を受けました」

検証結果：△要確認

理由：党内処分の事実は党公式発表または信頼できる報道での確認が必要
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3-3. 法案・政策関連  

若者減税法案の提出時期

記載内容：「2025年4月」

検証結果：△要確認

理由：国会議案提出記録での確認が必要

政治資金規正法第2弾改正

記載内容：「第216回臨時国会で政治資金規正法の『第2弾改正』が成立」

検証結果：△要確認

理由：改正法の成立時期と国会回次は官報または国会記録での確認が必要

被災者生活再建支援法の改正

記載内容：「被災者生活再建支援法の改正（被災世帯への支援金上限引き上げ）」

検証結果：△要確認

理由：改正法の成立時期と内容は官報での確認が必要

3-4. 組織内役職  

政務調査会副会長就任

記載内容：「党の政務調査会では早くも副会長に就任」

検証結果：△要確認

理由：就任時期と役職の正確性は党公式発表での確認が必要

青年局メンバー

記載内容：「国民民主党青年局にも深く関わっています」

検証結果：△要確認

理由：所属の事実は党公式資料での確認が必要

改善提案  

優先度：高（即修正推奨）  

1. 第50回→第49回衆議院議員総選挙

記載箇所：複数箇所

修正内容：「第50回」を「第49回」に訂正

2. 高井崇志氏の所属政党

記載箇所：概要部分

修正内容：「れいわ新選組幹部の高井崇志氏」を「国民民主党の高井崇志氏」または単に「高井崇志

氏」に訂正、または当該選挙区の実際の候補者に修正

3. 防衛大学校の学科名

記載箇所：概要部分
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修正内容：「公共政策学科」を「人文・社会科学専攻」または正確な学科名に訂正、または単に「防

衛大学校を卒業」とする

4. 未来の日付表現

記載箇所：「2025年秋現在」

修正内容：「2025年7月現在」に統一、または「2025年夏現在」に修正

優先度：中（確認後修正推奨）  

5. 国会回次の確認

第216回、第207回、第217回国会の正確性

確認方法：衆議院公式サイトの国会回次一覧

6. 具体的な日付の確認

2025年2月5日の予算委員会

2024年12月の初登壇

確認方法：国会会議録検索システム

7. 数値データの精査

法案関与数14本

成立法案2本

発言回数約5回

確認方法：国会議案データベース、会議録検索

8. SNS数値の更新

全てのSNSフォロワー数・登録者数

提案：「約○○人（2025年○月時点）」のように時点を明確化

優先度：低（可能であれば確認）  

9. 出生地の確認

「千葉県八千代市生まれ」

確認方法：公式プロフィール

10. 公約の正確な表現

スローガン、数値目標など

確認方法：選挙公報、公式サイト

11. 党内役職の正確性

政務調査会副会長

筆頭理事

確認方法：党公式発表、国会委員会名簿
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追加推奨事項  

12. 脚注番号の整合性確認

本文中の脚注番号と参考資料の番号が正確に対応しているか再確認

13. 出典URLの有効性確認

全てのURLが実際にアクセス可能か確認（リンク切れチェック）

14. 引用と事実の区別明確化

公約内容など、本人の主張と客観的事実を明確に区別

15. 「約」「程度」などの表現追加

確定的な数値表現を避け、推定値には「約」「程度」「およそ」を付記

総合評価とコメント  

全体的な評価  

本記事は、橋本幹彦議員の政治活動を包括的に分析した詳細なレポートとして構成されていますが、以下の課題が

あります：

主要な問題点：

1. 衆議院選挙の回次（第50回→第49回）という基本的な誤り

2. 高井崇志氏の所属政党の誤り

3. 防衛大学校の学科名の不正確性

4. 未来の日付表現の論理的矛盾

構造的な課題：

1. 多くの数値データが「要確認」となっており、一次資料での検証が不十分

2. SNS関連の数値が時点不明確で検証困難

3. 国会回次、委員会での発言日時など、公式記録で容易に確認可能な情報が未検証

4. 「約」「推定」などの表現が不足し、確定的すぎる記述が散見

改善の方向性  

1. 即座の修正が必要な誤りを優先的に訂正

2. 公式記録で確認可能な情報（国会回次、法案番号、委員会名簿など）を確認

3. 数値表現の慎重化：確定できない数値には「約」「推定」を付記

4. 時点の明確化：特にSNS関連データは測定時点を明記

5. 一次資料の参照強化：可能な限り政府公式サイト、国会記録などを直接確認

af://n573
af://n596
af://n597
af://n619


信頼性向上のための提案  

国会会議録検索システムで発言記録を直接確認

衆議院公式サイトで委員会名簿を確認

総務省・選管サイトで選挙データを確認

政党公式サイトで役職情報を確認

法案データベースで提出・成立法案を確認

本レポートは全体として情報量が豊富で構成も優れていますが、上記の修正と確認作業を経ることで、より信頼性

の高い資料になると考えられます。

af://n631
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